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土
佐
・
武
田
勝
頼

「
大
崎
秋
の
陣
」
開
催
決
定

　
武
田
勝
頼
土
佐
の

会
で
は
、
昨
年
十
月

の
武
田
勝
頼
没
後
四

百
年
祭
に
続
き
、
全

国
に
広
が
る
武
田
一

族
を
一
堂
に
会
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
年
は
讃

州
久
米
流
古
式
砲
術

隊
を
迎
え
て
、
火
縄

銃
演
武
や
武
者
行
列

を
行
い
、
こ
の
日
大

崎
が
戦
国
時
代
へ
と

甦
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
お
な

じ
み
の
玄
蕃
太
鼓
や

安
居
神
楽
な
ど
の
地

域
芸
能
に
加
え
、
ス

イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
多
彩
に
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
皆
さ
ま
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
２
日
（
土
）
14
時
〜

場
所
　
仁
淀
川
町
中
央
公
民
館

内
容
　
土
佐
武
田
の
里
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
讃
州
火
縄
銃
鉄
砲
隊
、
ス

イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
（
※
10
時

〜
）
、
玄
蕃
祭
り
お
な
ば
れ
体

験
、
武
者
行
列
、
安
居
神
楽
、

玄
蕃
太
鼓
演
奏
、
田
舎
料
理
夕

食
会
（
有
料
）
、
山
の
な
ん
で

も
市
な
ど

問
い
合
わ
せ

　
武
田
勝
頼
土
佐
の
会

　
☎
０
８
８
９
・
２
０
・
２
０
０
３

町の魅力再発見！若い力で新しい観光産業を

７月28日
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仁
淀
川
の
環
境
保
全
を
支
援
〈
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
〉

７
月
23
日
　
高
知
県
庁
西
庁

舎
で
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
（
株
）

「
四
国
の
水
・
森
に
感

謝
。
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
寄
付

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
同
社
高

知
支
社
の
加
藤
貴
之
支
社
長

か
ら
、
仁
淀
川
流
域
七
市
町

村
（
高
知
市
・
土
佐
市
・
い

の
町
・
日
高
村
・
佐
川
町
・

越
知
町
・
仁
淀
川
町
）
で
構

成
す
る
「
仁
淀
川
流
域
交
流

会
議
」
の
大
石
弘
秋
会
長

（
仁
淀
川
町
長
）
と
、
「
仁

淀
川
の„
緑
と
清
流“ 

を
再
生

す
る
会
」
の
奥
田
英
雄
会
長

に
寄
付
金
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

対
象
商
品
の
売
り
上
げ
の
一

部
（
ビ
ー
ル
一
本
に
つ
き
一

円
）
を
環
境
保
全
活
動
に
取

り
組
む
団
体
に
寄
付
す
る
と

い
う
も
の
で
、
今
年
で
三
年

目
と
な
り
ま
す
。

　
高
知
支
社
で
も
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
だ
け
で

な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
社
員
が
積
極
的
に
参
加
す

る
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
継
続
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

　「
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
」

と
「
仁
淀
川
の„
緑
と
清
流“ 

を
再
生
す
る
会
」
で
は
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
河
川
清

掃
活
動
や
間
伐
、
広
葉
樹
の

植
樹
、
清
流
保
全
関
連
イ
ベ

ン
ト
な
ど
自
然
環
境
の
保

全
・
再
生
に
関
す
る
活
動

を
、
こ
の
寄
付
金
を
活
用
し

て
さ
ら
に
充
実
・
拡
大
し
て

い
く
予
定
で
す
。

ご
寄
付
の
お
礼

◇
一
般
寄
付
金

　
小
野
　
　
彰
様
（
高
知
市
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
町
行
政
に
有
意
義
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
広
報
寄
付
金

　
吉
井
嘉
世
子
様
（
高
知
市
）

　
西
川
　
益
男
様
（
岸
和
田
市
）

　
岡
村
　
重
忠
様
（
栗
東
市
）

　
竹
本
　
虎
貢
様
（
松
原
市
）

　
西
森
　
重
忠
様
（
東
久
留
米
市
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
広
報
発
行
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

写
真
左
か
ら
臼
井
県
林
業
振
興
・

環
境
部
長
、
奥
田
会
長
、
大
石

会
長
、
加
藤
支
社
長

「四国の水・森に感謝。」キャンペーン収益を寄付

町の魅力再発見！若い力で新しい観光産業を町の魅力再発見！若い力で新しい観光産業を町の魅力再発見！若い力で新しい観光産業を
ふ
る
さ
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　によど自然素材等活用研究会では、ＮＰＯ法

人「人と地域の研究所」と連携して、９月10日

から23日までの２週間、高知県内外の大学生を

受け入れ、若い目で仁淀川町の資源を見てもら

い、新しい仁淀川町の姿を描く「仁淀川町ふる

さとインターンシップ事業」を実施します。

　大学生が「観光産業・商品開発」といった仁淀川

町の産業に直結した検討と提言を行い、高知県産

業振興計画（観光分野）やジオパーク認定といった

広域での取り組みに具体的な提案を行います。

　期間中は大学生が地域に入り、聞き取り調査

なども行いますので、ご協力をお願いします。

　９月 11・12日は、ジオパークや植物、歴史、産

業、文化など各分野の専門家の講演があり、誰で

も参加できます。９月 23日は、インターンシップ

生からの地域資源を活用した観光産業の提案な

どの成果を報告します。お気軽にご参加くださ

い。（無料・申し込み不要）

ジオミュージアム講座

　日時：９月11日(土)・12日(日)９時～

　場所：中央公民館ほか

ふるさとインターンシップ活動報告会

　日時：９月23日(木・祝)９時～

　場所：中央公民館

問い合わせ　によど自然素材等活用研究会（会長：井上　光夫）  ☎０９０－８６９６－７７０７

小学校水泳記録会
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中
津
渓
谷

ゆ
の
森
従
業
員
募
集

地
元
で
一
緒
に

働
き
ま
せ
ん
か
？

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

知
っ
て
い
ま
す
か
？

公
証
制
度

募
集
人
員

　
若
干
名

職
種
　
ホ
ー
ル
係

勤
務
時
間

　
12
時
〜
21
時

給
与
　
時
給
6
5
0
円
〜
7
5
0
円

勤
務
日

　
週
５
〜
６
日

 

（
相
談
に
応
じ
ま
す
）

応
募
　
電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
中
津
渓
谷
ゆ
の
森

　
☎
３
６
・
０
６
８
０

 

（
井
上
・
小
崎
）

　
株
式
会
社
フ
ー
ド
プ
ラ
ン

は
、
野
菜
の
お
い
し
さ
を
最
大

限
に
生
か
し
た
安
全
・
安
心
で

新
鮮
な
カ
ッ
ト
野
菜
や
、
仁
淀

川
の
伏
流
水
を
使
用
し
た
豆
腐

な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
で
お
仕
事
を
探
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
、
私
た
ち
と
一

緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員

　
若
干
名

職
種
　
野
菜
等
食
品
の
加
工
お
よ
び

豆
腐
の
製
造
作
業
ほ
か

勤
務
時
間

　
①
８
時
〜
16
時
30
分

　
②
９
時
〜
15
時
30
分  

 

（
①
②
休
憩
12
時
〜
13
時
）

待
遇
　
①
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、

　
　
雇
用
保
険
、
労
災
保
険

　
②
雇
用
保
険
、
労
災
保
険

給
与
　
時
給
６
３
５
円
〜

休
日
　
会
社
の
定
め
る
日

 

（
相
談
に
よ
り
決
定
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
川
町
土
居
乙
1
9
9

－

1

　
㈱
フ
ー
ド
プ
ラ
ン

　
☎
２
０
・
２
４
４
２

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の

方
々
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働

く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退

職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
け
金
　
日
額
3
1
0
円

☆
特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確

実
、
申
し
込
み
手
続
き
は
簡

単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成

し
ま
す
。

・
掛
け
金
は
事
業
主
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、

個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て

扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課

税
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

☆
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就

労
日
数
に
応
じ
て
適
正
に
貼

付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
「
建
設
業
退
職
金
共
済
手

帳
」
を
所
持
し
て
い
る
労
働

者
が
、
建
設
業
界
を
引
退
す

る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職

金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」

に
、
制
度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆

Ａ
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
建
設
業
退
職
金
共
済
高
知
支
部

　
☎
０
８
８
・
８
２
２
・
６
１
８
１

　
10
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
日

（
木
）は「
公
証
週
間
」で
す
。

　
公
証
制
度
と
は
、
皆
さ
ん
が

不
動
産
の
売
買
・
金
銭
の
貸
し

借
り
な
ど
の
重
要
な
契
約
を
交

わ
し
た
り
遺
言
を
さ
れ
る
際
、

法
務
大
臣
の
任
命
す
る
「
公
証

人
」
に
依
頼
し
て
、
法
的
に
特

別
の
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い

る
文
書
（
公
正
証
書
）
を
作
成

し
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と

取
引
や
財
産
の
安
全
の
確
保
を

図
る
制
度
で
す
。

　
公
証
週
間
中
は
、
土
曜
日
も

無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

無
料
公
証
相
談

日
時
　
10
月
２
日
（
土
）

　
10
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

場
所
　
高
知
合
同
公
証
役
場

 

（
電
話
相
談
も
で
き
ま
す
）

　
高
知
市
本
町
１
丁
目
１
番
３
号

　
朝
日
生
命
高
知
本
町
ビ
ル
３
階

　
☎
０
８
８
・
８
２
３
・
８
６
０
１

　
☎
０
８
８
・
８
２
４
・
８
４
２
７

　
☎
０
８
８
・
８
７
２
・
４
７
６
４

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・
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国
民
年
金
だ
よ
り

米
生
産
者
の
皆
さ
ま
へ

　
高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
法

務
局
の
業
務
に
関
す
る
一
日
無

料
相
談
所
（
四
国
一
斉
）
を
県
内

五
カ
所
で
開
設
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
法
務
局
職
員
に
よ

る
土
地
、
建
物
や
会
社
の
登
記

手
続
き
、
相
続
や
遺
言
な
ど
に

関
す
る
困
り
ご
と
相
談
の
ほ
か

「
法
の
日
週
間
」
お
よ
び
「
公

証
週
間
」
に
ち
な
ん
で
、
公
証

人
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
や

遺
言
な
ど
の
公
正
証
書
に
関
す

る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
ま
た「
土
地
家
屋
調
査
士
制
度

六
十
周
年
」「
表
示
登
記
制
度
五

十
周
年
」
の
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、高
知
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
の
会
員
が
参
加
し
て
、
土
地
の

境
界
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
３
日
（
日
）

　
10
時
〜
15
時
（
予
約
不
要
）

相
談
内
容

　
登
記
・
供
託
・
戸
籍
・
国

籍
・
人
権
擁
護
な
ど
に
関
す
る

相
談
、
公
正
証
書
に
関
す
る
相

談
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
相

談
な
ど

問
い
合
わ
せ

　
高
知
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
０
８
８
・
８
２
２
・
３
３
３
１

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等

の
申
請
に
つ
い
て

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制

度
」
や
「
若
年
者
（
30
歳
未

満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受

け
ず
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の

状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生

す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
免
除
等
の
受
け
付

け
は
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
22
年
７
月
か
ら
平
成

23
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象

と
し
て
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必

要
で
す
。

手
続
き

　
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
区

町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
高
知
西
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法

（
米
穀
等
の
取
引
に
係
る
情
報

の
記
録
お
よ
び
産
地
情
報
の
伝

達
に
関
す
る
法
律
）
が
施
行
さ

れ
ま
す
。

平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら
、
販

売
や
委
託
に
よ
り
出
荷
し
た
お

米
の
記
録
と
保
存
が
必
要
！

○
記
録
・
保
存

　
記
録
は
、
必
要
事
項
（
日

付
、
名
称
、
数
量
、
相
手
方
、

用
途
等
）
が
書
か
れ
た
伝
票
な

ど
を
整
理
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ

　
保
存
は
、
必
要
事
項
が
書
か

れ
た
伝
票
な
ど
を
３
年
間
保
管

す
れ
ば
Ｏ
Ｋ

平
成
23
年
７
月
１
日
か
ら
、
販

売
や
委
託
に
よ
り
出
荷
す
る
お

米
の
産
地
を
伝
え
る
こ
と
が
必

要
！

○
産
地
情
報

　
産
地
情
報
の
伝
達
に
は
、
商

品
の
容
器
・
包
装
の
目
に
つ
き

や
す
い
場
所
、
伝
票
、
送
り
状

な
ど
に
お
米
の
産
地
を
記
載
す

る
こ
と
で
Ｏ
Ｋ

問
い
合
わ
せ

　
高
知
農
政
事
務
所

　
食
糧
部
計
画
課

　
〒
７
８
０

－

０
８
７
０

　
高
知
市
本
町
４

－

３

－

４
１

　
☎
０
８
８
・
８
７
５
・
２
１
５
３

　
　
０
８
８
・
８
７
３
・
５
６
１
６

四
国
一
斉

「
法
務
局
く
ら
し
の

相
談
所
」開
設

詳しくは

米トレーサビリティ法 検 索




